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動的イシング模型の秩序相 (T<Tc)においてひとつのスピンSjの自己相関関数












Si = ∑j〟j¢j くくS〉)
と展開すると､自己相関関数<Si (0)Si (t)>Cは
2
<si (0)Si (t)>C= 入JP≠0〟jeXP (一入j t)
のように緩和時間 1/入jで指数関数的に緩和する項の和で表される｡無限系の秩序相
ではSiに寄与する固有値入jは0から連続的に分布していると考えられる｡1)このた






















果､〟2 (k)～e_1･P 卜 Ak-(d-1)]が得られる｡
以上の結果から<Si (0)Si (t)>Cの長時間緩和を考えてみる｡
入 (k)～k2,
〃2 (k)～exp 卜 Ak-くd-1)]
であるから,
･si (0)Si (t), ｡ ～ J d d k 〟2 (k)exp ト 入 (k)】
～ J d d k ex p [-Ak-(d - I)- k2 t]
となる｡指数関数の肩を鞍点評価することにより
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